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第
1
章　
多
賀
城
廃
寺
小
考
︱
尊
像
と
塔
か
ら
︱
堀　
　
裕
は
じ
め
に
　
陸
奥
国
の
国
府
が
置
か
れ
て
い
た
多
賀
城
跡
か
ら
南
東
に
行
く
と
︑
多
賀
城
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
建
立
さ
れ
た
多
賀
城
附
属
寺
院
の
多
賀
城
廃
寺
が
あ
る
︒最
初
の
本
格
的
調
査
は
︑
一
九
六
〇
年
代
に
始
ま
る
︒
そ
の
成
果
は
︑
一
九
七
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
多
賀
城
跡
調
査
報
告
Ⅰ
―
多
賀
城
廃
寺
跡
―
﹄︵
以
下
﹃
報
告
書
﹄
と
略
す⎠1
⎝
︶
に
ま
と
め
ら
れ
た
︒
伽
藍
の
主
要
部
分
は
︑
お
お
む
ね
こ
の
時
に
調
査
さ
れ
︑
観
世
音
寺
式
伽
藍
配
置
で
あ
る
こ
と
や
︑
多
賀
城
と
の
密
接
な
関
係
が
確
認
さ
れ
た
︒
そ
の
後
︑
小
子
房
や
伽
藍
東
南
部
の
丘
陵
中
腹
の
遺
構
な
ど
が
見
つ
か
っ
た⎠2
⎝
︒
　
調
査
・
研
究
成
果⎠3
⎝
を
踏
ま
え
︑
八
世
紀
前
半
の
創
建
期
多
賀
城
廃
寺
の
伽
藍
の
様
子
を
み
て
み
よ
う
︒
観
世
音
寺
式
伽
藍
配
置
を
と
り
︑
伽
藍
中
軸
線
よ
り
西
側
に
あ
る
金
堂
は
東
向
き
に
建
ち
︑
伽
藍
中
軸
線
よ
り
東
側
に
は
塔
が
建
立
さ
れ
た
︒
塔
は
︑
三
重
の
塔
と
想
定
さ
れ
て
い
る
︒
伽
藍
中
軸
線
上
に
は
︑
南
面
し
て
講
堂
と
考
え
ら
れ
る
建
物
が
建
つ
︒
こ
の
講
堂
と
中
門
に
接
続
し
︑
金
堂
と
塔
を
囲
む
よ
う
に
築
地
塀
が
廻
ら
さ
れ
て
い
た
︒
講
堂
の
北
側
に
は
︑
大
房
と
小
子
房
か
ら
な
る
僧
房
が
あ
る
︒
十
一
世
紀
ま
で
に
は
︑
塔
と
講
堂
が
焼
失
し
︑
金
堂
も
維
持
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
︵
1
︶ 
宮
城
県
教
育
委
員
会
・
多
賀
城
町
﹃
多
賀
城
跡
調
査
報
告
Ⅰ
―
多
賀
城
廃
寺
跡
―
﹄︵
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
七
〇
年
︶︒
︵
2
︶ 
多
賀
城
市
史
編
纂
委
員
会
﹃
多
賀
城
市
史　
第
４
巻　
考
古
資
料
﹄︵
一
九
九
一
年
︶︑
武
田
健
市
﹁
多
賀
城
廃
寺
﹂︵﹃
月
刊
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
﹄六
〇
四
︑二
〇
一
〇
年
︶な
ど
参
照
︒
︵
3
︶ 
岡
田
茂
弘
﹁
多
賀
城
廃
寺
の
再
検
討
﹂︵﹃
東
北
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
﹄
５
︑二
〇
〇
四
年
︶︑
柳
澤
和
明
﹁
発
掘
調
査
よ
り
知
ら
れ
る
貞
観
一
一
年
︵
八
六
九
︶
陸
奥
国
巨
大
地
震
・
津
波
の
被
害
と
そ
の
復
興
﹂︵﹃
史
林
﹄
第
九
六
巻
第
一
号
︑
二
〇
一
三
年
︶
な
ど
︒
第
一
部　
第
1
章　
多
賀
城
廃
寺
小
考
―
尊
像
と
塔
か
ら
―
7
　
多
賀
城
の
街
区
遺
跡
で
あ
る
山
王
遺
跡
東
町
浦
地
区
か
ら
は
︑
万
灯
会
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
二
百
点
以
上
に
及
ぶ
︑
十
世
紀
前
半
の
土
器
が
出
土
し
た
︒
そ
の
な
か
か
ら
﹁
観
音
寺
﹂
と
あ
る
墨
書
土
器
が
見
つ
か
っ
た⎠4
⎝
︒
平
川
南
氏⎠5
⎝
は
︑
出
土
地
と
寺
院
の
間
が
約
２
キ
ロ
と
離
れ
て
は
い
る
が
︑
周
辺
に
あ
る
寺
院
が
多
賀
城
廃
寺
し
か
な
い
こ
と
か
ら
︑
多
賀
城
廃
寺
の
寺
号
が
﹁
観
︵
世
︶
音
寺
﹂
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
︒
　
さ
て
︑
多
賀
城
廃
寺
に
は
︑
関
連
の
深
い
二
つ
の
寺
院
が
あ
る
︒
仙
台
市
の
郡
山
廃
寺
と
大
宰
府
の
観
世
音
寺
で
あ
る
︒
　
郡
山
廃
寺
の
存
在
す
る
郡
山
遺
跡
は
︑
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
存
続
し
た
城
柵
・
官
衙
で
あ
る
︒
遺
構
は
︑
大
き
く
二
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
︒
そ
の
う
ち
の
Ⅱ
期
官
衙
に
つ
い
て
今
泉
隆
雄
氏⎠6
⎝
は
︑
陸
奥
国
府
と
し
た
上
で
︑
そ
の
創
建
時
期
を
六
九
四
年
の
藤
原
宮
遷
都
か
ら
︑
七
〇
一
年
の
大
宝
律
令
制
定
よ
り
前
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
論
じ
た
︒
こ
の
国
府
は
︑
養
老
四
年
︵
七
二
〇
︶
に
蝦
夷
の
攻
撃
を
受
け
︑
神
亀
元
年
︵
七
二
四
︶
創
建
の
多
賀
城
へ
と
移
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る⎠7
⎝
︒
　
陸
奥
国
府
で
あ
る
Ⅱ
期
官
衙
に
は
︑
附
属
寺
院
が
あ
り
︑
そ
れ
が
郡
山
廃
寺
で
あ
る
︒
い
わ
ゆ
る
方
四
町
Ⅱ
期
官
衙
の
南
西
に
立
地
す
る
︒
現
在
︑
僧
坊
︑
講
堂
︑
金
堂
︑
南
門
に
加
え
て
︑
塔
も
想
定
さ
れ
て
い
る
︒
　
こ
の
郡
山
廃
寺
と
多
賀
城
廃
寺
の
伽
藍
配
置
や
規
模
が
類
似
す
る
こ
と
か
ら
︑
国
府
移
転
に
と
も
な
い
︑
郡
山
廃
寺
と
同
じ
規
模
で
多
賀
城
廃
寺
が
建
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒
ひ
い
て
は
︑
郡
山
廃
寺
も
同
じ
観
︵
世
︶
音
寺
と
呼
ば
れ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る⎠8
⎝
︒
　
次
に
︑
大
宰
府
政
庁
の
東
側
に
あ
っ
た
観
世
音
寺
で
あ
る
︒
規
模
や
構
造
の
点
で
は
︑
多
賀
城
廃
寺
や
郡
山
廃
寺
よ
り
も
格
上
で
あ
る
が
︑
同
じ
伽
藍
配
置
を
持
ち
︑
と
も
に
対
外
関
係
の
窓
口
と
し
て
の
機
能
︵
4
︶ 
多
賀
城
市
史
編
纂
委
員
会
﹃
多
賀
城
市
史　
第
４
巻　
考
古
資
料
﹄︵
前
掲
︑
一
五
四
～
一
五
六
・
一
九
一
頁
︶︒
︵
5
︶ 
平
川
南﹁
墨
書
土
器﹁
観
音
寺
﹂―
多
賀
城
市
山
王
遺
跡
﹂︵﹃
墨
書
土
器
の
研
究
﹄吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
〇
年
︶︒な
お
︑
九
・
十
世
紀
創
建
の
寺
院
で
あ
る
と
す
れ
ば
︑
本
格
的
な
伽
藍
を
持
た
な
い
も
の
も
多
く
︑
検
討
の
余
地
を
残
す
︒
︵
6
︶ 
今
泉
隆
雄
﹁
古
代
国
家
と
郡
山
遺
跡
﹂︵﹃
仙
台
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
２
８
３
集　
郡
山
遺
跡
―
総
括
編
︵
１
︶―
﹄︑
二
〇
〇
五
年
︶︒
︵
7
︶ 
熊
谷
公
男
﹁
養
老
四
年
の
蝦
夷
の
反
乱
と
多
賀
城
の
創
建
﹂
︵﹃
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
﹄
第
８
４
集
︑
二
〇
〇
〇
年
︶︑
今
泉
隆
雄
﹁
多
賀
城
の
創
建
―
郡
山
遺
跡
か
ら
多
賀
城
へ
―
﹂︵﹃
条
里
制
・
古
代
都
市
研
究
﹄
通
巻
一
七
号
︑
二
〇
〇
一
年
︶︒
︵
8
︶ ﹃
仙
台
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
２
８
３
集　
郡
山
遺
跡
―
総
括
編
︵
１
︶―
﹄︵
前
掲
︶︒
な
お
︑
郡
山
廃
寺
の
発
掘
調
査
の
結
果
︑
Ⅱ
期
官
衙
が
な
く
な
っ
た
あ
と
も
八
世
紀
後
半
ま
で
維
持
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
る
が
︑
今
泉
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
︑
基
本
的
な
機
能
は
移
転
し
た
と
み
る
の
が
穏
当
で
あ
る
︒
8
を
も
つ
官
衙
に
附
属
す
る
︒
創
建
時
期
も
︑
大
宰
府
観
世
音
寺
と
郡
山
廃
寺
は
ほ
ぼ
同
じ
と
考
え
ら
れ
て
い
る⎠9
⎝
︒
　
こ
の
大
宰
府
観
世
音
寺
は
︑
金
堂
に
は
阿
弥
陀
如
来
像
が
︑
講
堂
に
は
観
世
音
菩
薩
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
︵
後
述
︶︒
菱
田
哲
郎
氏⎠₁₀
⎝
は
︑
大
宰
府
観
世
音
寺
の
よ
う
に
東
面
す
る
金
堂
は
︑
西
方
浄
土
へ
と
誘
う
阿
弥
陀
如
来
像
を
安
置
す
る
阿
弥
陀
堂
の
形
式
に
通
じ
る
と
指
摘
す
る
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
同
じ
伽
藍
配
置
と
寺
号
を
持
つ
可
能
性
の
あ
る
郡
山
廃
寺
や
多
賀
城
廃
寺
の
場
合
︑
大
宰
府
観
世
音
寺
と
共
通
す
る
尊
像
配
置
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
氏
は
︑
観
世
音
寺
式
伽
藍
配
置
の
起
源
に
川
原
寺
︵
弘
福
寺
︶
を
指
摘
し
つ
つ⎠₁₁
⎝
︑
七
世
紀
末
に
創
建
さ
れ
た
陣
内
廃
寺
︵
肥
後
国
︶
や
夏
目
廃
寺
︵
陸
奥
国
︶
の
ほ
か
︑
七
世
紀
後
半
創
建
の
大
御
堂
廃
寺
︵
伯
耆
国
︶︑
八
世
紀
初
頭
創
建
の
道
成
寺
︵
紀
伊
国
︶
な
ど
が
︑
観
世
音
寺
式
伽
藍
配
置
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
︑﹁
東
西
南
北
の
要
衝
に
布
教
の
拠
点
と
し
て
﹂
政
策
的
に
配
置
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
︒
さ
ら
に
︑﹃
日
本
書
紀
﹄
の
記
述
か
ら
︑
郡
山
廃
寺
が
建
立
さ
れ
た
持
統
朝
に
は
︑
隼
人
や
蝦
夷
に
対
し
て
積
極
的
に
仏
教
普
及
を
図
っ
て
い
る
こ
と
が
関
わ
る
と
指
摘
す
る⎠₁₂
⎝
︒
　
こ
の
ほ
か
に
も
菱
田
氏
は
︑
七
世
紀
半
ば
に
﹃
無
量
寿
経
﹄
が
講
説
さ
れ
る
な
ど
︑
阿
弥
陀
信
仰
が
流
布
し
て
い
る
こ
と
も
観
世
音
寺
式
伽
藍
配
置
の
流
布
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
述
べ
る
︒
他
方
で
今
泉
氏⎠₁₃
⎝
は
観
音
信
仰
︑
特
に
変
化
観
音
が
﹁
広
く
は
鎮
護
国
家
の
た
め
に
︑
狭
く
は
諸
蕃
と
蝦
夷
と
い
う
国
家
の
敵
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
﹂
安
置
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る⎠₁₄
⎝
︒
　
以
上
︑
伽
藍
配
置
と
尊
像
構
成
を
中
心
に
︑
郡
山
廃
寺
と
多
賀
城
廃
寺
に
関
す
る
研
究
史
を
概
観
し
て
き
た
︒
こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
︑
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
二
つ
の
点
を
取
り
上
げ
た
い
︒
一
つ
は
︑
多
賀
城
廃
寺
出
土
塑
像
と
講
堂
の
平
面
プ
ラ
ン
の
問
題
で
あ
り
︑
い
ま
一
つ
は
︑
︵
9
︶ 
今
泉
隆
雄
﹁
古
代
国
家
と
郡
山
遺
跡
﹂︵
前
掲
︶︒
︵
10
︶ 
菱
田
哲
郎
﹁
古
代
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
普
及
―
仏
法
僧
の
交
易
を
め
ぐ
っ
て
―
﹂︵﹃
考
古
学
研
究
﹄
第
五
二
巻
第
三
号
︑
二
〇
〇
五
年
︶︑
菱
田
哲
郎
﹃
古
代
日
本
国
家
形
成
の
考
古
学
﹄︵
京
都
大
学
出
版
会
︑
二
〇
〇
七
年
︶︒
︵
11
︶ 
川
原
寺
は
︑
天
智
天
皇
が
母
斉
明
天
皇
を
弔
う
た
め
︑
そ
の
宮
を
寺
院
に
︑
ま
た
大
宰
府
観
世
音
寺
も
︑
天
智
天
皇
が
︑
九
州
で
没
し
た
母
斉
明
天
皇
の
た
め
に
誓
願
し
て
建
立
し
た
と
い
う
︒
郡
山
廃
寺
が
造
営
を
開
始
す
る
時
期
は
︑
天
智
天
皇
の
娘
に
あ
た
る
持
統
天
皇
の
時
期
に
あ
た
り
︑こ
の
点
で
︑
七
世
紀
末
に
天
智
天
皇
や
斉
明
天
皇
と
関
わ
る
観
世
音
寺
式
伽
藍
配
置
が
重
視
さ
れ
る
条
件
は
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒
︵
12
︶ 
観
世
音
寺
式
伽
藍
配
置
寺
院
に
関
す
る
そ
の
後
の
研
究
は
︑
貞
清
世
里
・
高
倉
洋
彰
﹁
鎮
護
国
家
の
伽
藍
配
置
﹂︵﹃
日
本
考
古
学
﹄
第
三
〇
号
︑
二
〇
一
〇
年
︶︑
網
伸
也
﹁
道
成
寺
伽
藍
と
古
代
観
音
信
仰
―
発
掘
調
査
成
果
と
出
土
瓦
か
ら
の
再
検
討
―
﹂︵﹃
経
塚
考
古
学
論
攷
﹄
岩
田
書
院
︑
二
〇
一
一
年
︶
な
ど
︒
︵
13
︶ 
今
泉
隆
雄
﹁
古
代
国
家
と
郡
山
遺
跡
﹂︵
前
掲
︑
三
〇
七
・ 
三
〇
八
頁
︶︒
︵
14
︶ ﹃
常
陸
国
風
土
記
﹄
多
珂
郡
に
︑﹁
国
宰
川
原
宿
禰
黒
麻
呂
﹂
の
時
に
海
岸
の
﹁
石
壁
﹂
に
﹁
観
世
音
菩
薩
像
﹂
を
彫
っ
た
と
あ
る
︒
志
田
諄
一
﹁
蝦
夷
征
伐
と
常
陸
国
﹂︵﹃
常
陸
風
土
記
と
そ
の
社
会
﹄
雄
山
閣
︑
一
九
七
四
年
︶
は
︑﹁
持
統
朝
ご
ろ
﹂
の
こ
と
と
し
︑﹁
蝦
夷
征
伐
﹂
と
の
関
係
か
ら
﹁
戦
争
の
と
き
敵
の
捕
虜
に
な
っ
て
も
︑
観
音
を
念
ず
れ
ば
救
わ
れ
る
﹂
と
の
信
仰
と
の
関
わ
り
を
指
摘
す
る
︒
観
音
菩
薩
像
と
立
地
か
ら
み
て
︑
航
海
と
の
関
係
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
︒
第
一
部　
第
1
章　
多
賀
城
廃
寺
小
考
―
尊
像
と
塔
か
ら
―
9
塔
跡
の
基
壇
が
︑
伽
藍
内
の
平
坦
面
か
ら
約
３
ｍ
の
高
さ
が
あ
り
︑
一
般
的
な
寺
院
と
比
較
す
る
と
格
段
に
高
い
こ
と
あ
る
︒
い
ず
れ
も
若
干
の
問
題
提
起
に
過
ぎ
な
い
が
︑
今
後
の
研
究
の
進
展
に
資
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
︒
１
．
安
置
さ
れ
た
尊
像
（１）
大
宰
府
観
世
音
寺
と
多
賀
城
廃
寺
の
講
堂
　
多
賀
城
廃
寺
に
安
置
さ
れ
た
尊
像
を
考
え
る
上
で
︑
大
宰
府
観
世
音
寺
を
参
照
し
た
い
︒
な
ぜ
な
ら
︑
多
賀
城
廃
寺
が
大
宰
府
観
世
音
寺
に
倣
っ
て
造
営
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
︑
同
一
の
尊
像
配
置
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
た
め
で
あ
る
︒
　
延
喜
五
年
︵
九
〇
五
︶
の
﹃
観
世
音
寺
資
財
帳⎠₁₅
⎝
﹄
に
よ
れ
ば
︑﹁
金
堂
﹂
に
は
﹁
銅
鋳
﹂
の
﹁
阿
弥
陀
丈
六
仏
像
壱
駆
﹂
と
︑
そ
の
左
右
に
﹁
脇
土
⎝
マ
マ
⎠菩
薩
﹂︑
さ
ら
に
﹁
四
天
王
像
肆
躯
﹂
が
あ
っ
た
︒
つ
ま
り
︑
阿
弥
陀
如
来
像
を
中
心
に
︑
そ
の
両
脇
に
観
音
菩
薩
像
と
勢
至
菩
薩
像
が
あ
り
︑
そ
れ
ら
を
囲
む
よ
う
に
し
て
四
天
王
像
が
配
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
　
﹁
講
堂
﹂
に
は
︑﹁
観
世
音
菩
薩
像
壱
躯
﹂
と
﹁
聖
僧
壱
宇⎠₁₆
⎝
﹂
が
あ
る
︒﹁
観
世
音
菩
薩
像
﹂
が
︑
聖
観
音
菩
薩
像
か
︑
変
化
観
音
で
あ
る
不
空
羂
索
観
音
像
で
あ
っ
た
か
両
説
あ
る⎠₁₇
⎝
︒﹁
聖
僧
﹂
は
︑
仏
の
弟
子
で
あ
り
︑
現
実
の
僧
侶
集
団
の
中
で
も
︑
理
念
上
首
位
に
置
か
れ
る
賓
頭
盧
尊
者
像
か
文
殊
菩
薩
像
と
想
定
さ
れ
︑
本
来
は
食
堂
に
安
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
︒
澤
村
仁
氏
は
︑
観
世
音
寺
に
は
食
堂
が
な
い
た
め
︑
講
堂
に
安
置
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る⎠₁₈
⎝
︒
　
こ
の
ほ
か
︑
金
堂
・
講
堂
な
ど
と
は
別
の
区
画
に
﹁
菩
薩
院
﹂
の
記
述
が
あ
り
︑
そ
こ
に
は
﹁
絵
像
﹂
︵
15
︶ 
延
喜
五
年
﹃
観
世
音
寺
資
財
帳
﹄︵﹃
大
宰
府
市
史　
古
代
資
料
編
﹄
二
〇
〇
三
年
︶︒
︵
16
︶ 
東
大
寺
二
月
堂
参
籠
宿
所
の
賓
頭
盧
尊
者
像
は
︑
厨
子
に
入
っ
て
い
る
︒
厨
子
は
一
般
に
﹁
基
﹂
で
数
え
る
が
︑
あ
る
い
は
﹁
聖
僧
壱
宇
﹂
と
あ
る
の
は
厨
子
に
入
っ
て
い
る
こ
と
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
︒
︵
17
︶ 
錦
織
亮
介
﹁
観
世
音
寺
と
不
空
羂
索
観
音
像
﹂︵﹃
仏
教
芸
術
﹄
一
〇
八
︑一
九
七
六
年
︶︑
猪
川
和
子
﹁
筑
紫
観
世
音
寺
観
世
音
菩
薩
像
考
﹂︵﹃
仏
教
芸
術
﹄一
一
〇
︑一
九
七
六
年
︶な
ど
︒
︵
18
︶ ﹃
太
宰
府
市
史　
建
築
・
美
術
工
芸　
資
料
編
﹄︵
一
九
九
八
年
︑
五
三
頁
︑
澤
村
仁
氏
担
当
箇
所
︶︒
宮
元
長
二
郎
﹁
飛
鳥
・
奈
良
時
代
寺
院
の
主
要
堂
塔
﹂︵﹃
日
本
古
寺
美
術
全
集
２　
法
隆
寺
と
斑
鳩
の
古
寺
﹄
集
英
社
︑
一
九
七
九
年
︶
は
︑
食
堂
と
講
堂
の
相
互
利
用
に
つ
い
て
指
摘
す
る
︒
10
で
あ
る
﹁
十
一
面
観
世
音
菩
薩
像
壱
鋪
﹂
が
あ
っ
た
︒
　
こ
れ
ら
の
う
ち
︑
金
堂
と
講
堂
の
記
述
は
︑
そ
の
ま
ま
多
賀
城
廃
寺
に
も
適
用
で
き
そ
う
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
多
賀
城
廃
寺
の
場
合
︑
講
堂
正
面
の
間
数
が
問
題
と
な
る
︒﹃
報
告
書
﹄
に
よ
れ
ば
︑
桁
行
８
間
・
梁
行
４
間
︵
身
舎
桁
行
６
間
・
梁
行
２
間
の
四
面
庇
︶
の
構
造
を
し
て
い
る
と
い
う⎠₁₉
⎝
︒
桁
行
８
間
と
い
う
こ
と
と
︑
桁
行
対
梁
行
の
比
か
ら
︑﹃
報
告
書
﹄
は
︑
飛
鳥
寺
講
堂
や
法
隆
寺
講
堂
に
近
似
す
る
こ
と
や
︑
桁
行
８
間
と
い
う
点
に
限
っ
て
言
え
ば
四
天
王
寺
講
堂
や
山
田
寺
講
堂
の
例
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
︒
　
こ
れ
ら
８
間
の
講
堂
を
持
つ
寺
院
は
︑
講
堂
と
中
門
に
廻
廊
等
が
取
り
付
く
寺
院
と
︑
講
堂
が
廻
廊
等
の
外
に
立
地
す
る
寺
院
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
︒
後
者
の
う
ち
法
隆
寺
の
講
堂
は
︑
八
世
紀
に
﹁
食
堂
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
た
史
料
が
あ
る⎠₂₀
⎝
︒
原
浩
史
氏⎠₂₁
⎝
が
指
摘
す
る
よ
う
に
︑
ほ
か
に
も
現
在
講
堂
と
考
え
ら
れ
て
い
る
堂
舎
が
︑
本
来
食
堂
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
︒他
方
で
大
宰
府
観
世
音
寺
の
よ
う
に
︑
寺
号
の
由
来
と
な
る
尊
像
を
安
置
す
る
堂
舎
が
︑
廻
廊
︵
あ
る
い
は
築
地
塀
︶
の
外
に
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
︒
ち
な
み
に
︑
廻
廊
等
が
接
続
す
る
偶
数
間
の
講
堂
を
持
つ
寺
院
は
︑
四
天
王
寺
の
み
で
あ
る
︒
　
と
こ
ろ
で
︑
李
炳
鎬
氏⎠₂₂
⎝
に
よ
れ
ば
︑
韓
国
の
古
代
寺
院
に
は
講
堂
が
左
右
に
分
か
れ
た
も
の
が
あ
る
︒
百
済
の
陵
山
里
寺
跡
の
場
合
︑
講
堂
の
半
分
に
は
冬
用
の
オ
ン
ド
ル
が
確
認
さ
れ
た
︒
李
氏
は
さ
ら
に
︑
寛
弘
四
年
︵
一
〇
〇
七
︶
八
月
に
四
天
王
寺
金
堂
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
い
う
﹃
四
天
王
寺
縁
起
﹄︵﹃
四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
﹄︶
に
︑
８
間
の
講
堂
の
半
分
を
﹁
夏
堂
﹂︑
も
う
半
分
を
﹁
冬
堂
﹂
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
に
注
目
し
︑
四
天
王
寺
へ
の
百
済
の
影
響
を
論
じ
た
︒
多
賀
城
廃
寺
に
対
す
る
百
済
の
影
響
は
と
も
か
く⎠₂₃
⎝
︑﹃
四
天
王
寺
縁
起
﹄
で
は
︑﹁
夏
堂
﹂
に
﹁
金
色
阿
弥
陀
仏
像
一
躯　
丈
六
﹂
が
︑﹁
冬
堂
﹂
に
﹁
塞
観
音
一
躯
﹂
が
安
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
︒
建
物
正
面
の
柱
間
が
偶
数
だ
と
い
う
こ
と
は
︑
建
物
の
中
心
に
仏
像
を
安
置
し
よ
う
と
す
る
と
︑
そ
の
正
面
に
柱
が
来
て
し
ま
う⎠₂₄
⎝
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
中
心
と
な
る
尊
像
︵
19
︶ ﹃
報
告
書
﹄︵
二
四
～
二
六
頁
︶︒
な
お
︑
講
堂
消
失
後
︑
桁
行
５
間
・
梁
行
４
間
︵
身
舎
桁
行
３
間
・
梁
行
２
間
の
四
面
庇
︶
の
建
物
が
建
て
ら
れ
る
と
し
︑
創
建
時
の
礎
石
も
動
い
て
い
る
こ
と
も
指
摘
す
る
︒
な
お
︑
創
建
時
と
再
建
時
の
い
ず
れ
の
平
面
想
定
図
に
も
載
ら
な
い
柱
跡
が
あ
る
可
能
性
が
あ
り
︑
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
︒本
稿
で
は
︑﹃
報
告
書
﹄
の
記
載
に
従
っ
て
立
論
す
る
︒
︵
20
︶ 
直
木
孝
次
郎
﹁
法
隆
寺
の
食
堂
と
講
堂
に
つ
い
て
﹂︵﹃
奈
良
時
代
史
の
諸
問
題
﹄
塙
書
房
︑
一
九
六
八
年
︑
初
出
一
九
四
三
年
︶
は
︑
現
法
隆
寺
講
堂
は
︑﹃
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
﹄
で
い
え
ば
﹁
食
堂
﹂
に
当
た
る
と
指
摘
す
る
︒
︵
21
︶ 
原
浩
史
﹁
興
福
寺
蔵
旧
山
田
寺
仏
頭
再
考
―
当
初
の
安
置
堂
宇
と
尊
名
の
再
検
討
を
中
心
に
―
﹂︵﹃
仏
教
芸
術
﹄
三
二
二
︑二
〇
一
二
年
︶
な
ど
︒
︵
22
︶ 
李
炳
鎬﹁
百
済
寺
院
の
展
開
過
程
と
日
本
の
初
期
寺
院
﹂︵﹃
帝
塚
山
大
学
考
古
学
研
究
所
研
究
報
告
﹄一
四
︑二
〇
一
二
年
︶︒
︵
23
︶ 
佐
川
正
敏
﹁
寺
院
と
瓦
生
産
か
ら
み
た
律
令
国
家
形
成
期
の
陸
奥
国
﹂︵﹃
古
代
社
会
と
地
域
間
交
流
Ⅱ
―
寺
院
・
官
衙
・
瓦
か
ら
み
た
関
東
と
東
北
―
﹄
六
一
書
房
︑
二
〇
一
二
年
︶
は
︑
竹
状
模
骨
が
百
済
で
開
発
さ
れ
︑
七
世
紀
初
頭
の
北
部
九
州
や
百
済
滅
亡
後
の
畿
内
の
丸
瓦
で
の
使
用
を
指
摘
す
る
研
究
を
踏
ま
え
︑
郡
山
廃
寺
の
軒
平
瓦
に
限
定
し
て
の
使
用
第
一
部　
第
1
章　
多
賀
城
廃
寺
小
考
―
尊
像
と
塔
か
ら
―
11
が
二
つ
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る⎠₂₅
⎝
︒
　
多
賀
城
廃
寺
講
堂
の
特
色
は
︑
郡
山
廃
寺
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
︒
他
方
で
︑
大
宰
府
観
世
音
寺
講
堂
の
桁
行
柱
間
は
︑
奇
数
間
で
あ
る
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
中
心
と
な
る
尊
像
が
二
体
安
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性
の
あ
る
多
賀
城
廃
寺
や
郡
山
廃
寺
の
講
堂
に
対
し
て
︑
大
宰
府
観
世
音
寺
の
講
堂
の
尊
像
配
置
は
︑
そ
れ
と
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
︒
（２）
多
賀
城
廃
寺
講
堂
跡
出
土
塑
像
片
　
一
九
六
〇
年
代
の
調
査
に
よ
れ
ば
︑
講
堂
跡
か
ら
︑
火
を
受
け
た
複
数
の
塑
像
片
が
出
土
し
て
い
る
︒
﹃
報
告
書
﹄︵
七
〇
頁
︶
に
は
﹁
多
賀
城
廃
寺
講
堂
基
壇
上
に
堆
積
す
る
黒
色
土
の
中
︑
お
よ
び
北
側
基
壇
下
の
堆
積
土
中
か
ら
︑
土
塔
お
よ
び
壁
土
塊
な
ど
と
共
に
塑
像
の
破
片
も
発
見
さ
れ
た
︒
こ
れ
ら
の
塑
像
片
は
︑
こ
れ
は
︑
お
そ
ら
く
は
講
堂
の
火
災
に
際
し
て
仏
像
な
ど
を
搬
出
す
る
余
裕
も
な
い
ま
ま
講
堂
と
と
も
に
焼
失
し
︑
原
形
も
と
ど
め
ぬ
よ
う
な
小
さ
な
土
塊
と
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
︑
復
興
作
業
の
際
に
壁
土
な
ど
と
一
緒
に
整
理
さ
れ
も
の
と
思
わ
れ
る
︒﹂
と
あ
る
︒
　
こ
れ
ら
の
塑
像
は
︑
同
時
に
焼
失
し
た
塔
の
塑
像
で
あ
る
可
能
性
も
残
る
が
︑﹃
報
告
書
﹄
が
指
摘
す
る
よ
う
に
︑
出
土
場
所
で
あ
る
講
堂
の
尊
像
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
る
︒
塑
像
の
作
成
時
期
は
︑
講
堂
の
火
災
時
に
で
き
た
層
か
ら
出
土
し
て
お
り
︑
寺
院
創
建
の
八
世
紀
前
半
か
ら
火
災
に
あ
う
少
な
く
と
も
十
一
世
紀
ま
で
と
時
間
幅
が
広
い
︒
し
か
し
︑
一
般
に
塑
像
の
作
成
時
期
は
八
世
紀
頃
な
の
で
︑
創
建
時
の
彫
像
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
︒
　
と
こ
ろ
で
︑
一
九
七
〇
年
の
﹃
報
告
書
﹄︵
七
〇
～
七
二
頁
︑
図
版
五
六
︶
と
︑
二
〇
一
一
年
に
仙
台
市
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
図
録
︵
以
下
︑﹃
図
録
﹄
と
略
す
︶
に
は
︑
塑
像
に
関
す
る
貴
重
な
に
つ
い
て
﹁
そ
の
系
譜
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
︑
百
済
系
渡
来
人
の
何
ら
か
の
関
与
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
﹂
と
述
べ
る
︒
 ︵
24
︶ ﹃
報
告
書
﹄︵
二
五
頁
︶
に
は
︑
講
堂
な
ど
は
当
初
用
い
て
い
た
凝
灰
岩
で
は
な
く
︑
安
山
岩
を
用
い
た
修
復
が
さ
れ
る
が
︑
講
堂
の
階
段
に
つ
い
て
︑﹁
安
山
岩
基
壇
の
階
段
は
前
面
と
背
面
に
一
基
ず
つ
残
っ
て
い
た
︒︵
中
略
︶
階
段
は
い
ず
れ
も
基
壇
中
央
に
は
な
く
て
︑
南
北
面
と
も
中
央
よ
り
東
寄
り
の
柱
間
の
前
に
設
け
ら
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
柱
間
が
８
間
で
中
央
に
柱
が
あ
っ
た
た
め
に
中
央
を
避
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
も
っ
と
も
創
建
の
基
壇
に
は
も
っ
と
幅
の
広
い
階
段
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
︑
い
ま
は
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒﹂
と
述
べ
る
︒
 ︵
25
︶ 
中
央
須
弥
壇
後
方
の
仏
後
壁
に
当
た
る
部
分
に
︑
凝
灰
岩
切
石
の
石
列
が
２
間
分
残
る
︒﹃
報
告
書
﹄︵
二
六
頁
︶
は
︑
新
し
い
建
物
に
附
属
す
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
一
方
で
︑
創
建
時
の
可
能
性
も
指
摘
す
る
︒
12
指
摘
が
さ
れ
て
い
る⎠₂₆
⎝
︒
ま
た
︑
実
際
の
遺
物
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
︑
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
の
ご
好
意
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
そ
こ
で
︑
先
に
お
も
な
塑
像
の
紹
介
を
し
よ
う
︒
　
な
お
︑﹁﹃
報
告
書
﹄
８
﹂
な
ど
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
る
番
号
は
︑﹃
報
告
書
﹄
七
一
頁
の
第
二
二
図
と
図
版
五
六
︑
及
び
﹃
図
録
﹄
一
三
頁
の
図
版
２
の
枝
番
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
法
量
を 
﹃
報
告
書
﹄
の
実
測
図
を
計
測
し
て
求
め
た
場
合
は
︑
約
○
㎝
と
記
す
︒
　
先
に
︑
お
も
に
如
来
像
と
菩
薩
像
に
関
す
る
も
の
か
ら
見
て
行
き
た
い
︒
　
︵
ⅰ
︶ 
螺
髪
︵﹃
図
録
﹄
２
︑
全
長
３
・８
㎝
︶︒
縦
に
半
分
に
割
れ
て
お
り
︑
本
来
は
砲
弾
形
を
し
て
い
た
︒
そ
の
割
れ
た
断
面
に
は
︑
細
い
棒
状
の
も
の
が
刺
さ
っ
て
い
た
痕
が
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
螺
髪
を
仏
像
の
頭
部
に
留
め
る
た
め
の
軸
と
考
え
ら
れ
︑﹃
図
録
﹄
の
指
摘
が
的
確
で
あ
る
︒
さ
ら
に﹃
図
録
﹄の
指
摘
の
よ
う
に
︑
螺
髪
の
存
在
は
︑
如
来
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
す
︒
　
︵
ⅱ
︶ 
蓮
弁
の
一
部
︵﹃
報
告
書
﹄
１
・﹃
図
録
﹄
１
︑
全
長
九
・
〇
㎝
︶︒﹃
図
録
﹄
で
は
︑
そ
の
大
き
さ
か
ら
﹁
半
丈
六
程
度
の
仏
像
の
蓮
華
座
の
一
部
﹂
と
推
測
す
る
︒
蓮
華
座
は
一
般
に
︑
如
来
像
や
菩
薩
像
が
乗
る
︒
た
だ
し
︑
東
大
寺
法
華
堂
弁
才
天
像
と
吉
祥
天
像
︵
と
も
に
塑
像
︶
の
場
合
︑
足
元
直
下
の
台
よ
り
も
一
段
下
の
最
下
部
に
蓮
華
が
表
現
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
た
め
︑
天
部
に
附
属
す
る
可
能
性
も
残
る
︒
　
︵
ⅲ
︶ 
瓔
珞
か
天
衣
︵﹃
報
告
書
﹄
８
︑
全
長
約
５
㎝
︶︒
実
見
し
て
い
な
い
が
︑﹃
報
告
書
﹄
は
︑﹁
両
面
に
レ
リ
ー
フ
﹂
が
あ
り
﹁
漆
状
の
付
着
物
﹂
が
み
ら
れ
る
と
し
︑
装
飾
品
で
あ
る
瓔
珞
か
︑
天
衣
の
一
部
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
︒
菩
薩
像
が
身
に
着
け
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
︒
　
︵
ⅳ
︶ 
宝
髻
の
一
部
か
︵﹃
報
告
書
﹄
９
︑
全
長
約
３
㎝
︶︒
実
見
し
て
い
な
い
が
︑﹃
報
告
書
﹄
の
指
摘
で
あ
る
︒
菩
薩
像
か
︑
天
部
像
の
可
能
性
が
あ
る
︒
︵
26
︶ 
仙
台
市
博
物
館
﹃
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念　
仙
台
市
博
物
館
開
館
５
０
周
年
特
別
展　
仏
の
か
た
ち
人
の
す
が
た
―
仙
台
ゆ
か
り
の
仏
像
と
肖
像
彫
刻
―
﹄︵
二
〇
一
一
年
︑
一
三
・
一
一
一
頁
︶︒
第
一
部　
第
1
章　
多
賀
城
廃
寺
小
考
―
尊
像
と
塔
か
ら
―
13
　
次
に
︑
お
も
に
天
部
の
尊
像
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
︒
　
︵
ⅴ
︶ 
爪
形
の
あ
る
獣
足
の
一
部
︵﹃
報
告
書
﹄
７
・﹃
図
録
﹄
９
︑
全
長
七
・
〇
㎝
︶
と
獣
足
の
一
部
︵﹃
図
録
﹄
８
︑
全
長
四
・
八
㎝
︶︒
と
も
に
裏
側
は
平
坦
で
︑
彫
像
の
最
下
部
に
あ
る
べ
き
邪
鬼
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒﹃
報
告
書
﹄
は
︑
爪
形
の
あ
る
獣
足
か
ら
︑
邪
鬼
の
大
き
さ
を
﹁
６
０
～
１
０
０
㎝
ほ
ど
﹂
と
推
測
す
る
︒
邪
鬼
の
存
在
は
︑
四
天
王
像
の
存
在
を
示
す
︒
　
︵
ⅵ
︶ 
肩
の
部
分
か
︵﹃
報
告
書
﹄
３
︑
約
１
１
㎝
︶︒﹃
報
告
書
﹄
は
﹁
天
部
の
短
甲
の
一
部
か
と
思
わ
れ
る
﹂
と
し
︑
約
１
・５
ｍ
の
像
と
推
測
す
る
︒
　
︵
ⅶ
︶ 
靴
の
先
が
︑
二
点
出
土
し
て
い
る
︒
一
点
は
︑
先
端
に
向
け
て
丸
く
す
ぼ
ま
る
︵﹃
図
録
﹄
６
︑
全
長
６
・
８
㎝
︶︒
も
う
一
点
は
︑
上
部
に
や
や
反
り
返
っ
た
平
坦
面
を
も
つ
︵﹃
報
告
書
﹄
５
・
﹃
図
録
﹄
５
︑
全
長
４
・７
㎝
︶︒
と
も
に
中
空
で
︑
内
側
に
は
木
の
型
が
当
た
っ
て
い
た
痕
が
残
る
︒
塑
像
を
支
え
る
骨
組
み
の
跡
の
可
能
性
が
あ
る
︒
靴
の
形
態
と
大
き
さ
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
の
で
︑
形
状
か
ら
み
て
前
者
が
四
天
王
像
の
も
の
だ
と
す
る
と
︑
別
に
天
部
の
彫
刻
が
あ
っ
た
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
︒﹃
報
告
書
﹄
で
は
︑
後
者
を
﹁
吉
祥
天
か
弁
才
天
の
沓
﹂
と
推
測
す
る
︒
梵
天
や
帝
釈
天
な
ど
の
可
能
も
残
る
で
あ
ろ
う
︒
　
︵
ⅷ
︶ 
髻
を
結
っ
た
像
の
後
頭
部
︵﹃
報
告
書
﹄
２
・﹃
図
録
﹄
３
︑
全
長
１
１
・
４
㎝
︶︒
頭
部
に
髻
を
結
っ
て
い
る
︒﹃
報
告
書
﹄
で
は
︑
吉
祥
天
や
弁
財
天
な
ど
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
︒﹃
図
録
﹄
で
は
ほ
か
に
﹁
他
の
破
片
と
異
な
り
塑
土
は
薄
手
で
中
空
と
な
っ
て
い
る
﹂
点
を
指
摘
す
る
︒
厚
さ
は
︑
場
所
に
よ
っ
て
異
な
る
が
︑
三
箇
所
を
計
測
し
た
限
り
で
は
６
～
８
㎜
︵﹃
報
告
書
﹄
は
４
～
６
㎜
と
す
る
︶
で
あ
る
︒
　
と
こ
ろ
で
︑
一
般
に
塑
像
頭
部
が
割
れ
た
場
合
︑
そ
の
断
面
は
不
整
形
に
な
る
と
想
像
さ
れ
る
︒
し
か
14
し
︑
本
塑
像
片
は
︑
多
く
人
工
的
と
思
わ
れ
る
平
面
的
断
面
を
残
す
︒﹁
中
空
﹂
と
表
現
さ
れ
る
が
︑
平
面
的
な
断
面
に
注
目
し
︑
全
体
的
な
形
状
を
観
察
す
る
と
︑
後
頭
部
は
当
初
︑
椀
状
で
あ
っ
た⎠₂₇
⎝
︒
加
え
て
︑
観
察
が
正
し
け
れ
ば
︑
内
側
に
は
指
に
よ
る
調
整
痕
が
あ
る
︒
以
上
の
点
か
ら
︑
心
木
に
粘
土
を
加
え
て
モ
デ
リ
ン
グ
し
た
の
で
は
な
く
︑
顔
面
部
と
後
頭
部
を
そ
れ
ぞ
れ
椀
状
に
作
り
︑
最
後
に
両
者
を
合
わ
せ
た
可
能
性
が
あ
る
︒
表
面
が
整
形
さ
れ
て
い
る
こ
と⎠₂₈
⎝
か
ら
︑
単
な
る
型
押
し⎠₂₉
⎝
で
は
な
い
も
の
の
︑
型
が
存
在
し
た
可
能
性
は
残
る⎠₃₀
⎝
︒
こ
れ
に
関
連
し
て
︑﹃
報
告
書
﹄
が
掲
載
す
る
次
の
資
料
の
解
説
が
注
目
さ
れ
る
︒
︵
ⅸ
︶
模
様
の
あ
る
薄
手
の
作
︵﹃
報
告
書
﹄
１
６
︑
全
長
約
５
㎝
︶︒
実
見
し
て
い
な
い
が
︑﹃
報
告
書
﹄
は
﹁
焼
き
が
堅
緻
で
︑
薄
手
の
作
で
︑
ス
サ
は
入
っ
て
お
ら
ず
型
お
し
の
手
法
が
認
め
ら
れ
︑
裏
面
に
は
指
紋
も
若
干
認
め
ら
れ
る
﹂
と
す
る
︒
断
面
図
は
︑
ゆ
る
や
か
に
３
字
型
に
湾
曲
し
て
お
り
︑
厚
さ
か
ら
み
て
も
︑
塼
仏
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
︒
な
お
︑
薄
手
と
述
べ
る
厚
さ
は
︑
実
測
図
か
ら
計
測
す
る
と 
5
㎜
前
後
で
あ
り
︑︵
ⅷ
︶
の
人
物
後
頭
部
と
共
通
す
る
︒
両
片
の
関
係
は
︑
今
後
の
課
題
と
し
た
い
︒
　
こ
の
ほ
か
に
も
︑
衣
文
の
一
部
や
腕
と
思
わ
れ
る
も
の
が
見
つ
か
っ
て
い
る
︒多
賀
城
廃
寺
の
遺
物
は
︑
塑
像
に
限
ら
ず
︑
今
後
総
合
的
な
調
査
が
望
ま
れ
る
︒
　
さ
て
︑
以
上
の
塑
像
片
か
ら
は
︑
如
来
像
と
四
天
王
像
の
う
ち
の
少
な
く
と
も
一
体
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
︒
そ
の
ほ
か
に
も
︑
菩
薩
像
や
︑
吉
祥
天
像
・
弁
財
天
像
が
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
︒
も
ち
ろ
ん
︑
塑
像
以
外
の
仏
像
が
講
堂
の
中
心
に
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
︑
塑
像
の
如
来
像
が
あ
る
た
め
︑
少
な
く
と
も
塑
像
を
中
心
と
し
た
一
群
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
塑
像
か
ら
見
る
限
り
︑﹃
図
録
﹄
解
説
が
﹁
こ
れ
ら
の
破
片
か
ら
想
像
さ
れ
る
堂
内
の
尊
像
構
成
は
︑
如
来
像
を
中
心
に
︑
菩
薩
・
天
部
・
四
天
王
と
い
っ
た
尊
格
の
塑
像
群
像
で
あ
り
︑
古
代
寺
院
に
お
け
る
典
型
的
な
構
成
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒﹂
と
の
指
摘
は
従
う
べ
き
点
が
多
い
︒
し
か
し
︑
大
宰
府
観
世
音
寺
講
堂
の
尊
︵
27
︶ 
椀
の
形
を
し
て
い
る
点
は
︑
東
北
歴
史
博
物
館
で
実
見
の
機
会
を
得
た
時
に
︑
調
査
に
同
行
し
た
相
澤
秀
太
郎
氏
の
的
確
な
指
摘
に
よ
る
︒
︵
28
︶ 
長
岡
龍
作
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
︒
ま
た
︑
出
土
塑
像
な
ど
多
く
の
点
で
ご
教
示
を
得
た
︒
︵
29
︶ 
塑
像
の
型
押
し
技
法
に
つ
い
て
は
︑
向
井
佑
介
氏
と
平
松
良
雄
氏
か
ら
ご
教
示
を
賜
っ
た
︒
な
お
︑
岡
村
秀
典
・
向
井
佑
介
編
﹁
北
魏
方
山
永
固
陵
の
研
究
―
東
亜
考
古
学
界
１
９
３
９
年
収
集
品
を
中
心
と
し
て
―
﹂︵﹃
東
方
學
報　
京
都
﹄
第
八
〇
冊
︑
二
〇
〇
七
年
︶︑
向
井
佑
介
﹁
北
魏
平
城
時
代
の
仏
教
寺
院
と
塑
像
﹂︵﹃
仏
教
芸
術
﹄
三
一
六
︑
二
〇
一
一
年
︶
な
ど
参
照
︒
︵
30
︶ 
出
土
塑
像
は
︑﹃
天
平
の
地
宝
﹄︵
朝
日
新
聞
社
︑
一
九
六
一
年
︶
や
﹃
前
橋
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
団
調
査
報
告　
山
王
廃
寺　
山
王
廃
寺
等
Ⅴ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
﹄
︵
二
〇
〇
〇
年
︶
な
ど
参
照
︒
管
見
の
限
り
︑
類
似
す
る
の
は
厚
さ
約
４
㎜
で
﹁
中
空
﹂
と
指
摘
さ
れ
る
﹃
図
録
﹄
掲
載
の
福
島
県
美
里
町
山
内
遺
跡
出
土
塑
像
が
あ
る
︒
塑
像
の
作
成
技
法
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
︒
な
お
︑
型
押
し
な
ら
量
産
を
目
的
と
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
︑
乾
燥
を
早
め
る
た
め
に
薄
手
に
作
成
し
た
可
能
性
も
推
測
さ
れ
る
︒
第
一
部　
第
1
章　
多
賀
城
廃
寺
小
考
―
尊
像
と
塔
か
ら
―
15
像
や
先
の
講
堂
の
柱
間
を
合
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
︒
（３）
検
討
　
多
賀
城
廃
寺
講
堂
の
構
造
と
︑
出
土
塑
像
か
ら
復
元
さ
れ
た
尊
像
構
成
︑
そ
し
て
大
宰
府
観
世
音
寺
講
堂
の
よ
う
に
中
心
に
観
音
菩
薩
像
が
あ
っ
た
と
す
る
理
解
︑
こ
の
三
者
は
こ
れ
ま
で
個
別
に
検
討
さ
れ
て
き
た
が
︑
互
い
に
整
合
性
は
な
く
︑
相
互
に
参
照
す
べ
き
だ
と
考
え
る
︒
出
土
塑
像
の
本
来
の
安
置
場
所
が
講
堂
と
い
え
る
の
か
︑
あ
る
い
は
多
賀
城
廃
寺
講
堂
は
桁
行
８
間
で
よ
い
か
な
ど
︑
基
点
と
な
る
事
実
に
問
題
が
な
い
と
す
れ
ば
︑
少
な
く
と
も
大
宰
府
観
世
音
寺
と
多
賀
城
廃
寺
の
講
堂
の
尊
像
配
置
は
全
く
一
致
す
る
訳
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
︒
　
さ
ら
に
推
測
を
交
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
︑
多
賀
城
廃
寺
講
堂
に
は
︑
一
つ
は
如
来
像
︑
も
う
一
つ
は
︑
菩
薩
像
の
二
尊
が
中
心
に
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る⎠₃₁
⎝
︒
多
賀
城
廃
寺
の
寺
号
と
し
て
は
︑
か
つ
て
地
名
か
ら
称
え
ら
れ
た
弥
勒
寺
説
も
顧
み
る
べ
き
だ
が
︑
な
お
観
︵
世
︶
音
寺
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
講
堂
尊
像
の
う
ち
︑
一
体
の
菩
薩
像
が
あ
る
と
す
れ
ば
︑
そ
れ
は
観
音
菩
薩
像
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
︒
こ
の
ほ
か
に
︑
少
な
く
と
も
四
天
王
像
の
う
ち
の
一
体
と
︑
ま
た
少
な
く
と
も
一
体
の
天
部
像
が
存
在
し
て
い
た
︒
加
え
て
︑
大
宰
府
観
世
音
寺
と
同
様
に
︑
本
来
食
堂
に
安
置
さ
れ
る
べ
き﹁
聖
僧
﹂
も
︑
講
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
︒
　
大
宰
府
観
世
音
寺
と
尊
像
配
置
が
異
な
る
の
な
ら
ば
︑
そ
れ
は
︑
蝦
夷
と
対
面
す
る
寺
院
と
し
て
の
特
色
で
あ
っ
た
の
か
︑
ま
た
︑
郡
山
廃
寺
と
の
相
違
で
あ
っ
た
の
か
は
︑
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
︒
︵
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︶ 
持
統
天
皇
の
時
に
﹁
陸
奥
蝦
夷
沙
門
自
得
﹂
が
求
め
た
仏
像
は
︑﹁
金
銅
﹂
の
﹁
薬
師
仏
像
﹂
と
﹁
観
世
音
菩
薩
像
﹂
で
あ
っ
た
点
︵﹃
日
本
書
紀
﹄
持
統
三
年
七
月
壬
子
朔
条
︶
も
想
起
さ
れ
る
︒
16
２
．
塔
と
景
観
（１）
多
賀
城
廃
寺
の
塔
　
郡
山
廃
寺
と
多
賀
城
廃
寺
が
︑
陸
奥
国
府
の
付
属
寺
院
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
︑
塔
・
金
堂
・
講
堂
に
加
え
︑
僧
房
ま
で
存
在
す
る
そ
の
整
っ
た
伽
藍
配
置
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
︒
そ
の
中
で
も
︑
三
重
と
考
え
ら
れ
て
い
る
塔
の
存
在
に
注
目
し
た
い
︒
　
近
年
︑
網
伸
也
氏⎠₃₂
⎝
は
︑
寺
院
を
景
観
と
い
う
視
点
か
ら
論
じ
た
︒
た
と
え
ば
︑
塔
と
金
堂
︑
講
堂
が
一
直
線
に
並
ぶ
四
天
王
寺
式
伽
藍
配
置
は
︑
中
門
や
南
門
な
ど
の
あ
る
伽
藍
正
面
か
ら
見
る
よ
り
も
︑
側
面
か
ら
み
た
景
観
が
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
り
︑
摂
津
国
の
四
天
王
寺
の
場
合
︑
寺
院
の
西
側
に
広
が
る
海
上
か
ら
の
景
観
や
︑
東
側
の
陸
路
か
ら
の
景
観
が
重
要
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
︒
こ
の
よ
う
な
寺
の
景
観
を
重
視
す
る
視
点
は
︑
塔
の
景
観
的
な
側
面
を
重
視
す
る
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
︒
　
多
賀
城
廃
寺
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
︒﹃
報
告
書
﹄︵
一
九
頁
︶
で
は
塔
に
つ
い
て
︑﹁
現
在
残
っ
て
い
る
塔
の
土
壇
の
高
さ
は
約
３
ｍ
あ
っ
て
︑
塔
の
基
壇
と
し
て
は
異
常
に
高
い
も
の
で
あ
る
が
︑
こ
れ
は
高
さ
約
１
ｍ
の
人
工
的
に
積
上
げ
た
土
壇
の
上
に
︑
高
さ
約
１
・
３
６
ｍ
の
基
壇
を
築
い
た
も
の
に
土
が
か
ぶ
さ
っ
て
一
体
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
発
掘
の
結
果
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
︒
こ
の
よ
う
な
例
は
全
国
的
に
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
︒﹂
と
指
摘
す
る
︒
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
高
い
基
壇
が
必
要
で
あ
っ
た
か
の
直
接
的
な
説
明
は
︑
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
が
︑
景
観
的
な
視
点
も
有
効
か
と
考
え
ら
れ
る⎠₃₃
⎝
︒
　
網
氏
の
指
摘
に
従
え
ば
︑
多
賀
城
廃
寺
の
伽
藍
配
置
を
考
え
る
と
︑
塔
と
金
堂
が
並
立
す
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
寺
院
正
面
︑
つ
ま
り
南
側
か
ら
の
景
観
が
重
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
た
だ
し
こ
の
︵
32
︶ 
網
伸
也
﹁
景
観
的
見
地
か
ら
の
伽
藍
配
置
﹂︵﹃
月
刊
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
﹄
五
四
五
︑二
〇
〇
六
年
︶︒
︵
33
︶ 
他
の
寺
院
で
も
︑
当
麻
寺
や
室
生
寺
な
ど
山
の
寺
院
の
塔
と
の
比
較
が
有
効
で
あ
る
︒
第
一
部　
第
1
章　
多
賀
城
廃
寺
小
考
―
尊
像
と
塔
か
ら
―
17
よ
う
な
景
観
は
︑
多
賀
城
廃
寺
が
︑
多
賀
城
と
同
様
︑
丘
陵
上
に
立
地
す
る
た
め
︑
多
賀
城
廃
寺
の
近
く
︑
例
え
ば
中
門
あ
た
り
に
来
な
い
と
意
味
が
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
︒
む
し
ろ
︑
丘
陵
上
に
立
地
す
る
た
め
︑
も
っ
ぱ
ら
塔
を
遠
望
す
る
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
︒
　
そ
れ
で
は
︑
ど
の
よ
う
な
地
点
か
ら
の
景
観
を
意
識
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
︒
三
つ
の
点
が
考
え
ら
れ
る
︒
　
一
つ
は
︑
多
賀
城
の
城
内
か
ら
の
景
観
で
あ
る
︒
多
賀
城
に
勤
務
す
る
官
人
た
ち
や
多
賀
城
を
訪
れ
た
蝦
夷
た
ち
に
と
っ
て
︑
多
賀
城
廃
寺
が
見
え
る
と
い
う
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
︒
　
も
う
一
つ
は
︑
多
賀
城
廃
寺
の
正
面
︑
つ
ま
り
南
面
か
ら
の
景
観
で
あ
る
︒
多
賀
城
廃
寺
創
建
期
の
多
賀
城
廃
寺
南
方
の
様
子
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
︑
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
初
頭
に
は
多
賀
城
南
面
の
南
北
道
路
に
沿
っ
て
︑
直
線
的
な
河
川
改
修
が
な
さ
れ
て
お
り
︑
こ
の
河
川
は
湊
浜
か
ら
外
洋
に
接
続
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る⎠₃₄
⎝
︒
物
資
の
運
搬
に
利
用
さ
れ
た
河
川
や
津
︑
あ
る
い
は
海
岸
沿
い
を
往
来
す
る
舟
か
ら
も
塔
を
臨
む
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
　
最
後
に
︑
多
賀
城
廃
寺
の
西
側
︑
つ
ま
り
多
賀
城
街
区
が
形
成
さ
れ
た
地
域
か
ら
の
景
観
で
あ
る
︒
多
賀
城
廃
寺
が
︑
観
世
音
寺
式
伽
藍
配
置
を
と
る
こ
と
と
︑
現
在
立
地
す
る
丘
陵
に
建
立
さ
れ
る
こ
と
の
両
者
を
前
提
と
す
る
限
り
︑
街
区
か
ら
の
塔
の
眺
望
は
︑
金
堂
の
陰
に
隠
れ
る
可
能
性
が
あ
る
︒そ
の
た
め
︑
塔
の
基
壇
の
み
約
３
ｍ
と
す
る
必
然
性
も
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
︒
　
多
賀
城
廃
寺
の
南
北
の
軸
は
や
や
傾
い
て
い
る
︒
こ
の
傾
き
は
︑
八
世
紀
後
半
に
確
認
で
き
る
東
西
道
路
と
直
交
す
る
こ
と
か
ら
︑
そ
の
関
係
は
多
賀
城
創
建
期
に
遡
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る⎠₃₅
⎝
︒
い
ず
れ
に
し
て
も
︑
陸
路
を
選
択
し
た
場
合
︑
南
北
に
通
じ
る
東
山
道
を
東
に
折
れ
て
︑
多
賀
城
に
向
か
う
時
︑
最
初
に
目
に
す
る
の
は
︑
正
面
に
見
え
た
多
賀
城
廃
寺
の
塔
で
あ
ろ
う
︒
多
賀
城
廃
寺
の
塔
に
向
か
っ
て
︵
34
︶ 
武
田
健
市
﹁
多
賀
城
廃
寺
と
多
賀
城
南
面
の
様
子
﹂︵﹃
第
３
６
回
古
代
城
柵
官
衙
遺
跡
検
討
会　
資
料
集
﹄
二
〇
一
〇
年
︶︑
永
田
英
明
﹁
古
代
南
奥
の
み
ち
と
政
治
﹂︵﹃
講
座
東
北
の
歴
史　
第
四
巻　
交
流
と
環
境
﹄
清
文
堂
出
版
︑
二
〇
一
二
年
︶︒
︵
35
︶ 
高
倉
敏
明﹃
多
賀
城
跡
―
古
代
国
家
の
東
北
支
配
の
要
衝
―
﹄
︵
同
成
社
︑
二
〇
〇
八
年
︑
一
三
六
頁
︶︒
18
進
む
と
︑
や
が
て
左
手
に
多
賀
城
を
臨
み
な
が
ら
多
賀
城
正
面
の
南
北
道
路
に
到
着
し
た
の
で
あ
る
︒
　
ま
た
︑
多
賀
城
街
区
で
暮
ら
す
人
々
は
︑
常
に
塔
を
仰
ぎ
見
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
多
賀
城
街
区
の
山
王
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
﹁
観
音
寺
﹂
の
墨
書
土
器
や
同
時
に
出
土
し
た
大
量
の
皿
は
︑
十
世
紀
に
お
け
る
万
灯
会
な
ど
の
開
催
を
示
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒
そ
れ
は
︑
灯
火
が
照
ら
す
多
賀
城
廃
寺
の
と
く
に
塔
を
眺
望
で
き
る
場
所
で
︑
使
用
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒
　
以
上
の
よ
う
に
︑
多
賀
城
城
内
や
街
区
︑
あ
る
い
は
海
上
交
通
や
河
川
交
通
︑
陸
上
交
通
路
か
ら
︑
多
賀
城
廃
寺
︑
と
く
に
そ
の
塔
を
臨
む
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
の
塔
は
︑
多
賀
城
廃
寺
自
身
だ
け
で
な
く
︑
国
府
で
あ
る
多
賀
城
の
威
容
に
と
っ
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い⎠₃₆
⎝
︒
（２）
陸
奥
国
と
塔
　
多
賀
城
廃
寺
の
前
身
寺
院
で
あ
る
郡
山
廃
寺
は
︑
郡
山
遺
跡
そ
の
も
の
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
︑
平
坦
面
に
立
地
し
て
い
る
が
︑
景
観
的
視
点
で
の
分
析
も
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
る
︒郡
山
遺
跡
の
Ⅰ
期
官
衙
は
︑
南
北
の
軸
が
西
に
６
０
度
傾
い
て
い
る
が
︑
そ
れ
は
広
瀬
川
と
名
取
川
の
合
流
点
を
向
い
て
い
る
た
め
と
い
わ
れ
る⎠₃₇
⎝
︒
一
方
︑
方
四
町
Ⅱ
期
官
衙
は
ほ
ぼ
正
南
北
に
建
て
ら
れ
︑
そ
の
南
面
の
西
寄
り
に
郡
山
廃
寺
が
立
地
す
る
︒
多
賀
城
廃
寺
と
同
様
︑
官
衙
内
や
官
衙
に
向
か
う
南
面
道
路
か
ら
の
景
観
と
︑
海
上
交
通
あ
る
い
は
水
上
交
通
か
ら
の
眺
望
︑
さ
ら
に
は
遺
跡
の
西
側
を
南
北
に
通
っ
て
い
た
東
山
道
か
ら
の
眺
望
な
ど
︑
い
ず
れ
も
陸
奥
国
府
の
威
容
を
示
す
に
は
必
要
な
役
割
を
担
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
　
陸
奥
国
の
国
分
寺
に
七
重
塔
が
建
立
さ
れ
る
ま
で
は
︑
名
取
川
以
北
で
塔
を
持
つ
寺
院
は
︑
郡
山
廃
寺
と
多
賀
城
廃
寺
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
︒
大
崎
平
野
に
は
︑
伏
見
廃
寺
や
一
ノ
関
廃
寺
︑
菜
切
谷
廃
寺
︵
36
︶ ﹃
報
告
書
﹄
第
７
章
結
言
で
は
﹁
多
賀
城
の
前
面
の
小
高
い
丘
︑
木
々
の
緑
の
間
に
建
て
ら
れ
た
瓦
葺
丹
塗
の
壮
大
な
建
物
群
は
仙
台
平
野
の
遠
く
か
ら
も
︑
仰
ぎ
見
る
こ
と
が
出
来
た
で
あ
ろ
う
︒
こ
と
に
金
色
の
相
輪
の
輝
く
三
重
の
朱
塔
は
ひ
と
き
わ
目
立
っ
て
眺
め
ら
れ
た
に
ち
が
い
な
い
︒
そ
れ
は
は
じ
め
て
見
る
み
ち
の
く
び
と
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
か
美
し
い
も
の
に
感
ぜ
ら
れ
た
か
想
像
に
あ
ま
り
あ
る
︒
寺
院
は
ほ
と
け
の
殿
堂
と
し
て
よ
り
も
︑
都
の
文
化
の
表
徴
と
し
て
︑
ま
た
は
国
家
の
権
威
の
具
象
的
な
表
現
と
し
て
受
取
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
︒
多
賀
城
廃
寺
は
内
に
は
国
家
の
安
泰
を
祈
る
寺
院
で
あ
る
と
と
も
に
︑
外
に
対
し
て
は
国
家
の
権
力
を
文
化
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
で
あ
っ
た
︒﹂
と
景
観
的
視
点
を
含
む
論
述
が
あ
る
︒
︵
37
︶ ﹃
仙
台
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
２
８
３
集　
郡
山
遺
跡
―
総
括
編
︵
１
︶―
﹄︵
前
掲
︶
な
ど
︒
第
一
部　
第
1
章　
多
賀
城
廃
寺
小
考
―
尊
像
と
塔
か
ら
―
19
な
ど
が
あ
る
が
︑
い
ず
れ
も
現
在
確
認
さ
れ
た
範
囲
で
は
一
堂
形
式
で
あ
る⎠₃₈
⎝
︒
　
名
取
川
よ
り
南
の
地
域
で
も
︑
調
査
に
よ
っ
て
八
世
紀
に
遡
る
塔
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
寺
院
は
意
外
に
少
な
い
︒
八
世
紀
前
半
に
︑
周
辺
の
遺
跡
か
ら
も
孤
立
し
て
︑
塔
の
み
が
建
立
さ
れ
た
と
い
う
福
島
県
二
本
松
市
郡
山
台
遺
跡⎠₃₉
⎝
の
ほ
か
︑
郡
山
廃
寺
と
創
建
時
期
の
近
い
︑
福
島
県
白
河
市
の
借
宿
廃
寺
と
福
島
県
い
わ
き
市
の
夏
井
廃
寺
で
あ
る
︒
両
寺
は
︑
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
あ
り
︑
地
域
の
有
力
豪
族
を
主
体
と
す
る
造
営
と
考
え
ら
れ
︑
郡
衙
に
隣
接
し
て
い
た
︒
　
借
宿
廃
寺⎠₄₀
⎝
は
︑
塔
と
金
堂
︑
講
堂
が
確
認
さ
れ
︑
法
隆
寺
式
伽
藍
配
置
と
考
え
ら
れ
る
︒
阿
武
隈
川
を
挟
ん
だ
北
対
岸
に
白
河
郡
衙
と
考
え
ら
れ
る
関
和
久
遺
跡
・
関
和
久
上
町
遺
跡
が
あ
る
︒
ま
た
︑
東
山
道
が
近
く
を
通
過
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
︒
水
上
交
通
や
陸
上
交
通
の
点
か
ら
も
︑
借
宿
廃
寺
が
重
要
な
立
地
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
　
夏
井
廃
寺⎠₄₁
⎝
は
︑
南
を
正
面
と
す
れ
ば
︑
変
形
の
観
世
音
寺
式
伽
藍
配
置
を
し
て
い
る
︒
寺
院
の
す
ぐ
南
と
西
に
は
丘
陵
が
迫
り
︑そ
の
比
高
２
０
ｍ
ほ
ど
の
小
丘
陵
上
に
は
︑
石
城
︵
磐
城
︶
郡
衙
︵
根
岸
遺
跡
︶
が
立
地
す
る
︒
他
方
で
︑
夏
井
廃
寺
は
︑
丘
陵
直
下
に
あ
る
た
め
︑
郡
衙
の
よ
う
に
良
い
眺
望
が
得
ら
れ
る
訳
で
は
な
く
︑
と
く
に
正
面
の
南
側
と
︑
西
側
か
ら
の
景
観
は
妨
げ
ら
れ
て
い
た
︒
そ
の
た
め
北
側 
︵
夏
井
川
側
︶
と
東
側
︵
海
側⎠₄₂
⎝
︶
か
ら
の
視
点
が
重
視
さ
れ
て
い
る
︒
夏
井
川
は
︑
上
流
に
夏
井
廃
寺
の
瓦
を
焼
い
た
瓦
窯
が
あ
り
︑
そ
の
運
搬
に
河
川
が
利
用
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
︑
夏
井
廃
寺
と
同
じ
川
の
南
岸
に
は
︑
大
規
模
な
倉
庫
群
や
首
長
墓
な
ど
が
あ
る
︒
ま
た
︑
近
隣
の
荒
田
目
条
里
遺
跡
出
土
木
簡
に
は
﹁
立
屋
津
﹂
と
い
う
記
載
が
あ
り
︑
夏
井
川
に
津
が
想
定
さ
れ
て
い
る⎠₄₃
⎝
︒
さ
ら
に
夏
井
廃
寺
か
ら
み
て
︑
夏
井
川
対
岸
真
北
を
の
ち
の
東
海
道
が
南
北
に
直
進
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
興
味
深
い
︒
東
海
道
を
南
下
す
る
時
︑
夏
井
廃
寺
が
正
面
に
見
え
た
可
能
性
が
あ
る
︒
︵
38
︶ 
佐
川
正
敏
﹁
東
北
地
域
の
寺
院
造
営
―
多
賀
城
創
建
期
以
前
の
寺
院
―
﹂︵
帝
塚
山
大
学
考
古
学
研
究
所
﹃
天
武
・
持
統
朝
の
寺
院
造
営
―
東
日
本
―
﹄
二
〇
〇
八
年
︶︑
同
﹁
寺
院
と
瓦
生
産
か
ら
み
た
律
令
国
家
形
成
期
の
陸
奥
国
﹂︵
前
掲
︶
は
︑
伏
見
廃
寺
跡
か
ら
︑
三
種
セ
ッ
ト
の
瓦
が
出
土
す
る
こ
と
か
ら
︑
一
堂
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
︒
今
後
の
調
査
の
進
展
を
期
待
し
た
い
︒
︵
39
︶ ﹃
二
本
松
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
１
集　
郡
山
台
１
﹄
︵
一
九
七
七
年
︶
な
ど
︒
な
お
︑
宮
城
県
名
取
市
の
笠
島
廃
寺
に
も
塔
が
あ
る
が
︑
創
建
時
期
が
明
確
で
は
な
い
︒
加
藤
孝
﹁
宮
城
県
名
取
郡
笠
島
廃
寺
跡
﹂︵﹃
日
本
考
古
学
年
報
４
︵
昭
和
２
６
年
度
︶﹄
一
九
五
五
年
︶
参
照
︒
︵
40
︶ ﹃
白
河
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
５
５
集　
借
宿
廃
寺
跡
﹄︵
二
〇
一
〇
年
︶
な
ど
︒
︵
41
︶ ﹃
い
わ
き
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告　
第
１
０
７
冊　
夏
井
廃
寺
跡
﹄︵
二
〇
〇
四
年
︶
な
ど
︒
な
お
︑
報
告
書
︵
二
四
一
頁
な
ど
︶
で
は
︑
金
堂
・
講
堂
に
比
べ
︑
塔
の
完
成
が
八
世
紀
前
半
と
遅
れ
た
と
す
る
が
︑
佐
川
正
敏
﹁
東
北
地
域
の
寺
院
造
営
―
多
賀
城
創
建
期
以
前
の
寺
院
―
﹂︵
前
掲
︶︑
同﹁
寺
院
と
瓦
生
産
か
ら
み
た
律
令
国
家
形
成
期
の
陸
奥
国
﹂︵
前
掲
︶
は
塔
の
み
後
れ
た
と
す
る
説
を
否
定
す
る
︒
な
お
︑
観
世
音
寺
式
伽
藍
配
置
と
考
え
る
と
︑
講
堂
と
金
堂
が
直
線
的
に
並
び
︑
塔
が
東
に
偏
っ
て
い
る
︒
佐
川
氏
は
︑
地
形
的
な
制
約
と
す
る
が
︑
塔
の
景
観
を
考
慮
し
︑
講
堂
の
造
営
を
行
っ
た
可
能
性
が
あ
る
︒
︵
42
︶ 
猪
狩
み
ち
子
﹁
古
代
磐
城
郡
家
に
お
け
る
区
画
施
設
に
つ
い
て
﹂︵﹃
旃
檀
林
の
考
古
学
―
大
竹
憲
治
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
―
﹄
二
〇
一
一
年
︶
な
ど
に
よ
れ
ば
︑
夏
井
廃
寺
東
方
か
ら
﹁
平
安
時
代
﹂
の
区
画
溝
や
建
物
跡
が
出
土
し
て
お
り
︑
東
側
か
ら
の
景
観
と
い
う
点
は
今
後
検
討
の
必
要
が
あ
る
︒
︵
43
︶ ﹃
い
わ
き
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告　
第
七
五
冊　
荒
田
目
条
里
遺
跡
﹄︵
二
〇
〇
一
年
︶
な
ど
︒
20
　
と
こ
ろ
で
︑
佐
川
正
敏
氏⎠₄₄
⎝
は
︑
七
世
紀
第
三
四
半
期
に
造
営
が
始
ま
る
福
島
県
相
馬
市
の
黒
木
田
遺
跡
と
福
島
県
福
島
市
の
腰
浜
廃
寺
は
︑
宇
多
評
と
信
夫
評
に
立
地
し
︑
立
評
期
の
﹁
浜
通
り
地
区
︵
後
の
石
城
︶﹂
と
﹁
中
通
り
地
区
︵
後
の
石
背
︶﹂
の
ほ
ぼ
北
端
に
あ
る
こ
と
か
ら
︑﹁
陸
奥
国
北
端
﹂・﹁
倭
国
北
端
﹂
に
位
置
す
る
寺
院
と
し
︑
倭
国
に
よ
る
対
蝦
夷
政
策
を
読
み
取
る
︒
ま
た
︑
郡
山
遺
跡
Ⅱ
期
官
衙
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
造
営
さ
れ
た
寺
院
を
検
討
す
る
な
か
で
︑
観
世
音
寺
式
伽
藍
配
置
の
夏
井
廃
寺
が
︑
石
城
郡
に
あ
る
理
由
を
﹁
当
時
倭
国
の
東
端
﹂
で
あ
っ
た
可
能
性
に
求
め
た
︒
ど
の
よ
う
な
意
味
で
﹁
東
端
﹂
な
の
か
分
か
り
に
く
い
が⎠₄₅
⎝
︑
石
城
郡
が
東
海
道
の
終
点
と
な
っ
た
常
陸
国
へ
所
属
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
よ
う
で
あ
る
︒
　
石
城
郡
は
︑﹃
続
日
本
紀
﹄
養
老
二
年
︵
七
一
八
︶
五
月
乙
未
条
の
石
城
立
国
時
に
同
国
所
管
と
な
る
以
前
に
は
︑
陸
奥
国
の
海
道
最
南
端
の
郡
で
あ
っ
た
︒
遡
っ
て
﹃
常
陸
国
風
土
記
﹄
に
は
︑﹁
癸
丑
年
﹂
︵
六
五
三
︶
に
︑
多
珂
評
を
﹁
多
珂
﹂
と
﹁
石
城
﹂
の
二
郡
︵
評
︶
に
分
け
︑﹁
石
城
郡
︑
今
存
二
陸
奥
国
堺
内
一
﹂
と
あ
る
︒
ど
の
時
点
で
︑
陸
奥
国
所
管
と
な
っ
た
か
は
議
論
が
あ
る
が
︑
天
武
年
間
の
国
堺
画
定
作
業
ま
で
に
は
陸
奥
国
に
所
属
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い⎠₄₆
⎝
︒
つ
ま
り
夏
井
廃
寺
造
営
当
時
の
石
城
評
︵
郡
︶
は
︑﹁
倭
国
の
東
端
﹂
と
い
う
よ
り
も
︑
陸
奥
国
の
南
端
の
可
能
性
が
あ
る
︒
い
ず
れ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
︑
石
城
郡
は
︑
海
上
・
水
上
・
陸
上
交
通
路
の
結
節
点
に
あ
り
︑
陸
奥
国
の
出
入
り
口
︑
あ
る
い
は
陸
奥
国
へ
の
出
入
口
に
立
地
し
て
い
た
と
は
い
え
よ
う
︒
　
さ
て
︑
少
な
く
と
も
養
老
二
年
五
月
の
時
点
で
︑
郡
山
廃
寺
と
と
も
に
陸
奥
国
内
で
最
初
に
塔
が
建
立
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
借
宿
廃
寺
と
夏
井
廃
寺
は
︑
白
河
郡
と
石
城
郡
の
郡
衙
と
強
い
関
連
を
持
っ
て
い
る
︒
寺
院
造
営
が
開
始
さ
れ
た
時
︑
白
河
郡
と
石
城
郡
は
少
な
く
と
も
陸
奥
国
南
端
の
境
界
付
近
に
立
地
し
て
い
た
︒
陸
奥
国
で
は
︑
八
世
紀
の
伽
藍
配
置
が
明
確
な
寺
院
で
も
︑
塔
が
あ
ま
り
確
認
さ
れ
て
︵
44
︶ 
佐
川
正
敏
﹁
寺
院
と
瓦
生
産
か
ら
み
た
律
令
国
家
形
成
期
の
陸
奥
国
﹂︵
前
掲
︶︒
︵
45
︶ 
紅
葉
山
文
庫
本
﹃
令
義
解
﹄
関
市
令
裏
書
に
は
︑﹁
古
記
云
︑
東
辺
・
北
辺
︑
謂
陸
奥
・
出
羽
等
国
也
︒﹂
と
あ
る
︒
︵
46
︶ 
今
泉
隆
雄
﹁
陸
奥
国
と
石
城
郡
﹂︵﹃
い
わ
き
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告　
第
７
２
冊　
根
岸
遺
跡
―
磐
城
郡
衙
跡
の
調
査
―
﹄
二
〇
〇
〇
年
︶
は
︑
癸
丑
年
よ
り
陸
奥
国
所
管
と
な
っ
た
と
論
じ
る
︒
鐘
江
宏
之
﹁
国
﹂
制
の
成
立
―
令
制
国
・
七
道
の
形
成
過
程
―
﹂︵﹃
日
本
律
令
制
論
集
﹄
上
巻
︑
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
九
三
年
︶︒
第
一
部　
第
1
章　
多
賀
城
廃
寺
小
考
―
尊
像
と
塔
か
ら
―
21
い
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
︑
借
宿
廃
寺
は
︑
陸
奥
国
の
山
道
の
出
入
口
に
あ
た
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
塔
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
︒
ま
た
夏
井
廃
寺
も
︑
創
建
時
に
陸
奥
国
の
所
属
で
あ
れ
ば
︑
借
宿
廃
寺
と
と
も
に
︑
陸
奥
国
南
端
の
海
道
の
出
入
口
と
し
て
︑
も
し
常
陸
国
の
所
属
で
あ
っ
た
と
し
て
も
︑
海
道
の
出
入
口
に
あ
た
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
︑
塔
の
建
立
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る⎠₄₇
⎝
︒
　
以
上
︑
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
陸
奥
国
の
塔⎠₄₈
⎝
に
注
目
す
る
と
︑
倭
・
日
本
の
最
北
端
の
塔
と
し
て
郡
山
廃
寺
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
︑
国
府
附
属
寺
院
は
︑
そ
の
景
観
も
重
要
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
︒
同
時
期
に
︑
陸
奥
国
内
の
寺
院
の
う
ち
確
実
に
塔
を
と
も
な
う
寺
院
は
︑
わ
ず
か
に
陸
奥
国
の
南
の
境
界
に
あ
る
借
宿
廃
寺
と
夏
井
廃
寺
で
あ
っ
た
こ
と
に
︑
政
策
的
な
意
図
を
推
測
し
た
︒
お
わ
り
に
　
多
賀
城
廃
寺
を
二
つ
の
点
か
ら
分
析
を
行
っ
た
︒
こ
れ
ま
で
の
観
世
音
寺
式
伽
藍
配
置
を
め
ぐ
る
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
︑
出
土
し
た
塑
像
片
と
講
堂
桁
行
の
間
数
か
ら
︑
多
賀
城
廃
寺
の
講
堂
に
対
し
て
︑
必
ず
し
も
従
来
の
議
論
す
べ
て
が
当
て
は
ま
る
訳
で
は
な
い
と
い
う
点
を
示
し
た
︒
ま
た
︑
多
賀
城
廃
寺
の
塔
基
壇
が
高
い
こ
と
か
ら
︑
景
観
に
着
目
し
て
議
論
す
る
必
要
を
指
摘
し
︑
あ
わ
せ
て
陸
奥
国
内
に
お
け
る
塔
配
置
に
政
治
性
が
み
ら
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
︒
　
最
後
に
︑
多
賀
城
廃
寺
の
法
会
に
つ
い
て
補
足
し
て
稿
を
閉
じ
た
い
︒
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
十
世
紀
の
万
灯
会
の
ほ
か
︑
多
賀
城
廃
寺
と
そ
の
周
辺
か
ら
は
︑﹁
花
会
﹂
と
記
さ
れ
た
九
世
紀
の
墨
書
土
器
が
二
点
出
土
し
て
い
る
点
が
目
を
引
く⎠₄₉
⎝
︒
正
倉
院
文
書
に
は
︑
天
平
神
護
三
年
︵
七
六
七
︶
四
月
六
日
﹁
花
会
︵
47
︶ 
窪
田
大
介
﹁
七
・
八
世
紀
陸
奥
国
の
郡
衙
周
辺
寺
院
と
そ
の
意
義
﹂︵﹃
古
代
東
北
仏
教
史
研
究
﹄
法
蔵
館
︑
二
〇
一
一
年
︶
は
︑
夏
井
廃
寺
の
堂
舎
の
う
ち
︑
塔
の
建
立
が
遅
れ
︑
か
つ
塔
基
壇
が
︑
郡
山
廃
寺
や
多
賀
城
廃
寺
の
塔
基
壇
よ
り
や
や
大
き
い
と
理
解
し
た
上
で
︑
養
老
二
年
の
石
城
国
立
国
に
と
も
な
い
︑
郡
衙
附
属
寺
院
か
ら
国
衙
附
属
寺
院
と
な
っ
た
た
め
︑
塔
が
建
立
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
︒
︵
48
︶ ﹃
須
賀
川
市
文
化
財
調
査
報
告
書　
第
５
９
集　
上
人
壇
廃
寺
跡
﹄︵
二
〇
一
一
年
︶の
第
七
章
総
括
で
︑
岡
田
茂
弘
氏
は
︑
上
人
壇
廃
寺
に
塔
が
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
︑
借
宿
廃
寺
や
夏
井
廃
寺
に
遅
れ
︑
八
世
紀
第
２
四
半
期
頃
に
創
建
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
時
代
背
景
な
ど
を
指
摘
す
る
︒
︵
49
︶ 
多
賀
城
市
史
編
纂
委
員
会
﹃
多
賀
城
市
史　
第
４
巻　
考
古
資
料
﹄︵
前
掲
︑
三
九
一
頁
︶︑﹃
多
賀
城
市
文
化
財
調
査
報
22
唐
楽
所
解
﹂
が
あ
り⎠₅₀
⎝
︑そ
の
月
日
か
ら
み
て
︑こ
の
﹁
花
会
﹂
は
四
月
八
日
の
仏
誕
会
と
考
え
ら
れ
る
︒﹁
花
会
﹂
は
他
の
法
会
を
指
す
可
能
性
も
あ
る⎠₅₁
⎝
が
︑
仏
誕
会
は
最
も
一
般
的
な
法
会
の
一
つ
で
あ
り
︑
多
賀
城
廃
寺
で
行
わ
れ
た
﹁
花
会
﹂
と
し
て
は
︑
適
当
な
理
解
で
あ
ろ
う
︒
　
ま
た
︑
観
音
菩
薩
像
に
対
す
る
悔
過
法
会
が
営
ま
れ
た
こ
と
も
間
違
い
な
い
︒﹃
続
日
本
紀
﹄
天
平
十
二
年
︵
七
四
〇
︶
九
月
己
亥
条
に
は
︑
藤
原
広
嗣
﹁
討
伐
﹂
に
関
わ
っ
て
︑
陸
奥
国
も
含
む
諸
国
に
﹁
国
別
造
二
観
世
音
菩
薩
像
壹
躯
高
七
尺
一
并
写
二
観
世
音
経
一
十
巻
一
﹂
を
命
じ
て
い
る⎠₅₂
⎝
︒
変
化
観
音
で
あ
る
か
否
か
は
問
題
だ
が
︑﹁
願
依
二
聖
祐
一
︑
欲
レ
安
二
百
姓
一
﹂
と
︑
少
な
く
と
も
︑
直
接
的
な
戦
勝
祈
願
を
掲
げ
な
い
点
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
︒
多
賀
城
廃
寺
で
の
悔
過
法
要
の
検
討
は
︑
な
お
今
後
の
課
題
で
あ
る
︒
告
書
第
６
５
集　
高
崎
遺
跡
―
新
田
南
錦
町
線
関
連
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
―
﹄︵
二
〇
〇
二
年
︶
な
ど
︒
︵
50
︶ ﹃
大
日
本
古
文
書
﹄
第
一
七
巻
︵
七
一
・
七
二
頁
︶・﹃
続
々
修
﹄
四
四
帙
一
〇
︒
︵
51
︶ ﹁
写
書
所
食
口
帳
﹂︵﹃
大
日
本
古
文
書
﹄
第
一
一
巻
︑
二
二
九
・
二
三
〇
頁
︑﹃
続
々
修
﹄
三
八
帙
一
︶
の
天
平
勝
宝
二
年
六
月
食
口
に
﹁
百
卅
八
人
供
奉
礼
仏
并
花
会
﹂
な
ど
と
あ
る
︒
後
の
東
大
寺
六
月
の
恒
例
法
会
に﹁
万
花
会
﹂や﹁
千
花
会
﹂︵﹃
東
大
寺
要
録
﹄
巻
四
︶
が
あ
り
︑
こ
う
し
た
法
会
の
可
能
性
も
あ
る
︒
︵
52
︶ 
長
岡
龍
作
﹁
悔
過
と
仏
像
﹂︵﹃
鹿
園
雑
集
﹄
第
六
号
︑
二
○
○
六
年
︶
参
照
︒
︵
謝
辞
︶ 
多
賀
城
廃
寺
出
土
塑
像
な
ど
の
実
見
に
あ
た
り
︑
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
の
吉
野
武
氏
に
御
世
話
に
な
っ
た
︒
末
筆
な
が
ら
感
謝
の
意
を
申
し
述
べ
た
い
︒
︵
追
記
︶ 
本
稿
は
︑
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
日
に
︑
上
廣
歴
史
資
料
学
研
究
部
門
・
岩
出
山
古
文
書
を
読
む
会
共
催
﹁
講
座
・
地
域
の
歴
史
を
学
ぶ
﹂
に
お
け
る
﹁
多
賀
城
廃
寺
を
考
え
る
﹂
と
題
し
た
講
演
を
も
と
に
成
稿
し
て
お
り
︑
内
容
は
基
本
的
に
当
日
の
講
演
と
同
じ
で
あ
る
︒
同
日
に
﹁
古
代
東
北
に
お
け
る
塔
と
伽
藍
―
白
山
廃
寺
と
国
見
山
廃
寺
か
ら
平
泉
中
尊
寺
へ
―
﹂
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
︒
本
稿
に
お
い
て
参
照
で
き
な
か
っ
た
点
を
お
詫
び
し
た
い
︒
︵
付
記
︶ 
本
稿
は
︑
二
〇
一
一
～
一
六
年
度
・
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
︵
Ａ
︶・
研
究
課
題
番
号
二
三
二
四
二
〇
五
〇
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
︒
